
　家庭や事業所から毎日大量に排出される
ごみの処理費（狛江市・平成１３年度１７億２,０００
万円）は税金でまかなっていますが、ごみの
有料化とは、リサイクルが出来ない「可燃ご
み」 、 「不燃ごみ」の処理費用をそれぞれの排
出量に応じて排出者が負担する制度です。
　有料化の方法はいろいろですが、制度化す
る自治体が増えてきています。　

（41減）７７,０８９人　口
（５０減）３８,７９４　　男
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８月１日現在　推計（前月比）

古紙配合率 １００％再生紙を使用しています。

■ごみの組成

　自然界から大量の資源を採取し、大量のエ
ネルギーを使用して使い捨てる社会が、地球
環境の自浄能力を越えて悪い影響 （負荷） を
与え、このままでは人間社会も立ち居かなく
なるという反省から、資源循環型社会への転
換を図る制度化、仕組みづくりが始まってい
ます。

資源循環型社会へ

■総資源化量、埋め立て処分量の推移

１３１２１１１０９８７６５４年　度

２５�７４４２５�７９０２５�４１７２５�６２７２４�３１１２４�８２９２５�１９１２５�１５０２４�６７５２４�５９１総発生量

１７�９７５１７�７９８１８�１９０１８�６９１１８�７５４２０�３６７２１�４２７２２�３２２２２�２４７２２�２８９ごみとして処理する量

７�７６９７�９９２７�２２７６�９３６５�５５７４�４６２３�７６４２�８２８２�４２８２�３０２総資源化量

１�０６８１�１７６１�３６４１�８８３２�７７６３�６３４４�１６９５�１１６５�１３２５�１７４埋立処分量

　ごごみみのの有有料料化化問問題題がが今今、、熱熱いい視視線線をを浴浴びびてていいまますす
市市でではは、、昨昨年年「「狛狛江江市市ごごみみ半半減減推推進進審審議議会会」」かからら有有料料化化ににつついいててのの
答答申申ががさされれたたここととにによよりり、、市市民民論論議議をを経経てて政政策策判判断断すするるここととととししてていい
まますす。。
そそここでで、、広広報報紙紙上上でで討討論論をを企企画画ししままししたた。。市市民民のの皆皆ささんんのの活活発発なな論論
議議をを期期待待ししまますす。。
〔〔問問いい合合わわせせ〕〕清清掃掃課課
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　市のごみは、毎日約７０ｔ、ク市のごみは、毎日約７０ｔ、クリーンセンターリーンセンター
多摩川で焼却処理をしています。多摩川で焼却処理をしています。
　市では、市では、増え続けるごみ問題を解決するた
めに、ごみを半減することを目標にいろいろ
な取り組みをしてきました。平成１３年度は、資
源７品目の分別回収等で、５,８００ ｔを資源とし
て循環させることができました。しかしごみ
を半減させる目標からすると、達成率は６６％
で頭打ち状況にあり、一層の減量策が求めら
れています。

紙紙上上討討論論にに参参加加ししまませせんんかか

　　さて、皆さんどう考えますか
　以上のことから、市長は、狛江市ごみ半減推進審議会に対して新たな「一般廃棄物処
理基本計画」の策定の方向はどうあるべきかについて諮問しました。
　同審議会では、１年半の審議を経て昨年２月、基本目標を「最終処分場を頼らないご
み処理」として、排出抑制策など今後１０年間の方向を多岐にわたって提言しました。　
　家庭ごみの有料化については「ごみの減量の必要性と公平性を考え、その有力な手段
として家庭ごみの有料化を行うべきである」としています。
　広報紙上討論に参加しませんか。皆さんの意見を募集しています。

内　訳平成１４年
５月現在

青梅、 日野、 清瀬、 昭島、 福生５市実　施　済
東村山、 羽村２市１４年度実施予定 調布、 国立、 稲城３市１５年度
 狛江、 八王子、 小平、 東大和４市有料化答申済実施時期未定
立川、 武蔵野、 三鷹、 府中、 あきる
野、 町田、 小金井、 国分寺、 西東京９市検討中・近く検討予定

東久留米、 武蔵村山、 多摩３市検討未着手
２６市合　　計

■家庭ごみ有料化の対応状況 　

　そこで目指しているものは、ごみの排出量
に応じ、その処理費の一部を排出者が負担す
ることによって、ごみ減量やリサイクルの努
力をしている人とたくさん排出する人との
負担の公平性を確保し、ごみ減量・リサイク
ルの促進と資源循環のシステム化を図ろう
とするものです。しかし、他方で減量効果へ
の疑問や生産者が責任を負うべき等の観点
から批判する意見もあります。

ごみの有料化とは

　　市の現状

※収集したごみを、手選別で組成分析したものです。
古紙が４分の１、その他の資源物も含まれていること
がわかります。

単位： ｔ
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〔字数〕７２０字以内〔応募方法〕�持参�郵送 （〒２０１－０００４岩戸北１－１－１１） �
メール （seigenkkr@city.komae.tokyo.jp） � FAX  （５４９７） ７３６６※ 住所・氏名を明記〔締め
切り〕１０月１８日�〔掲載〕広報紙上 （９月～１１月の３回） 。 応募の中から紙面の範囲
内で掲載。掲載意見には住所 （字名） と氏名を掲載します。

 （東京都市長会調べ）

※「総資源化量」とは、各家庭から分別して
出されたごみを資源化した量と、可燃ごみ、
不燃ごみ、粗大ごみから選別して資源化した
ものの合計です。
※総発生量＝ごみとして処理する量＋総資源化量
※資源化量は増えていますが、ごみとして処理す
る量は減量が進まなくなってきています。

クリーンセンター多摩川
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広報こまえ　平成１４年（２００２年）８月１５日　�
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コ
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金　　額品　　物

２０�０００円～２５�０００円写真代

８�０００円 ～１０�０００円会葬礼状（１００枚）

８�０００円 ～１０�０００円ドライアイス

２５�０００円～３０�０００円花　額

１０�０００円～供　物

１５�０００円～生　花

３０�０００円～５０�０００円祭壇花

１０�０００円～１５�０００円花　輪

２５�０００円～十字架

実　費寝台車代

３�０００円 ～案内看板

１５�０００円～大看板

２０�０００円～ハイヤー

３８�０００円～４０�０００円マイクロバス（２０�まで）

６０�０００円～テント一式（２間×１．５間）

■付帯料金
※葬家の都合により数量が変動したり、必要なも
のと不必要なものがあり価格が変動します。

※上記料金のほか、後飾り壇、はらい串、ハンカチ、
清塩等は別料金となりますので、葬儀取扱業者と十分
打ち合わせをしてください。

電　話住　所業　者　名
（３４３０）１７００東和泉１―１０―３（株）沖田ダイイチ
（３４８９）５１０６岩戸北４―１７―１３多摩式典（株）狛江店
（５４９７）３９００岩戸北３―１―１０有山葬儀社
（３４８８）０６６７東和泉１―１２―６まこと式典狛江支店
（３４８８）３４３５
休日・夜間
０４２（３６６）７０００

東和泉１―２―１９マインズ農業協同組合
狛　江　支　店

■市民葬儀取扱店

※いずれも２４時間受け付けています。

ＢＡ区　分

２０７�０００円
金 襴 ５ 段

祭　壇 彫 刻 ３ 段
１６５�０００円金 襴 ４ 段

２２�１００円２０�まで
霊柩車

２７�３００円３０�まで
４３�４００円大　人

火葬料
２３�８００円小　人

１０�９００円（７寸）
９�８００円（６寸）大　人

容器代
４�８００円小　人

■狛江市民葬儀料金表

※ 火葬料は非課税ですが、その他は税別料金です。
※ 霊柩車搬送料金の２０�と３０�までの区分は、小田急線の北側
と南側です。
※ 料金表の「小人」とは、満６歳未満です。
※ 祭壇は、祭壇用品、棺および納棺用品、受付用具、焼香用具、
役所手続きを含み、使用日数は、２日以内です。

■所得制限基準額表
　　（所得とは、収入から必要経費を引いたものです）

※所得から控除できるもの
１．雑損
２．医療費
３．社会保険料
４．小規模企業共済等掛金
５．障害者（扶養）
６．老年者
７．配偶者特別
８．寡婦（夫）・特別寡婦
９．勤労学生
１０． その他

■平成１３年度行財政改革推進計画達成項目一覧
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（主なもの）

■行財政改革推進計画進捗状況

※ 平成１３年度に実施等が計画された項目のうち目標が達成され
たもので、継続実施や検討は含んでいません。
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上
で
は

６５

じ
め
て
身
体
障
害
者
手
帳
や
愛
の
手

帳
を
取
得
さ
れ
た
方
等
は
対
象
と
な

り
ま
せ
ん
。

　

９
月
１
日
以
降
に
診
療
を
受
け
る

と
き
は
、
必
ず
新
し
い
○障
 

受
給
者
証

と
健
康
保
険
証
を
一
緒
に
医
療
機
関

の
窓
口
へ
お
出
し
く
だ
さ
い
。

　

現
在
お
持
ち
の
○障
 

受
給
者
証
は
、

８
月　

日
で
使
用
で
き
な
く
な
り
ま

３１

す
の
で
、
期
限
の
切
れ
た
○障
 

受
給
者

証
は
、
保
険
年
金
課
医
療
助
成
係
に

お
返
し
く
だ
さ
い
（
郵
送
可
） 。

　

な
お
、
新
し
い
○障
 

受
給
者
証
は
８

月
下
旬
に
お
送
り
し
ま
す
。

　

○障
 

受
給
者
証
を
お
持
ち
で
な
い
方

で
、
こ
の
制
度
に
該
当
す
る
と
思
わ

れ
る
方
は
、
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

〔
問
い
合
わ
せ
〕
保
険
年
金
課

　

平
成　

年
８
月
の
住
民
基
本
台
帳

１１

法
の
一
部
改
正
に
よ
り
、
住
民
基
本

台
帳
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
シ
ス
テ
ム
が
平

成　

年
８
月
５
日
か
ら
１
次
稼
働
し

１４
ま
し
た
。
平
成　

年
８
月
に
は
２
次

１５

稼
働
す
る
予
定
で
す
。
１
次
稼
働
に

伴
い
、住
民
票
に
住
民
票
コ
ー
ド（　
１１

桁
の
番
号
）
が
記
載
さ
れ
る
こ
と
に

な
り
ま
す
。

　

皆
さ
ん
に
は
８
月　

日
以
降
に
、

１５

郵
送
で
各
世
帯
に
お
知
ら
せ
し
ま
す

（
こ
の
お
知
ら
せ
に
よ
る
手
続
き
は

不
要
で
す
） 。

　

住
民
票
コ
ー
ド
は
連
続
し
た
番
号

で
な
く
、
無
作
為
に
抽
出
し
た
番
号

で
、
ご
本
人
の
届
出
に
よ
り
変
更
で

き
ま
す
が
、
変
更
後
の
番
号
も
無
作

為
に
抽
出
さ
れ
た
番
号
に
な
り
ま
す
。

〔
問
い
合
わ
せ
〕
市
民
課

　

８
月
５
日
か
ら
稼
働
し
た
住
民
基

本
台
帳
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
に
つ
い
て
、

再
三「
稼
働
の
保
留
は
違
法
と
な
る
」

と
の
国
の
指
摘
が
あ
り
、
行
政
と
し

て
の
違
法
行
為
を
回
避
す
る
た
め
、

狛
江
市
は
や
む
な
く
参
加
し
ま
し
た
。

　

し
か
し
、
当
時
の
首
相
が
導
入
の

前
提
と
し
た
個
人
情
報
保
護
法
が
成

立
せ
ず
、
住
基
台
帳
法
附
則
の
「
所

要
の
措
置
」
が
な
さ
れ
て
い
な
い
以

上
、
国
が
約
束
に
反
し
て
運
用
に

入
っ
た
と
言
わ
ざ
る
を
得
ま
せ
ん
。

　

そ
の
た
め
、
多
く
の
自
治
体
が
不

信
や
困
惑
を
抱
え
た
ま
ま
で
の
実
施

と
な
り
ま
し
た
。

　

さ
ら
に
政
府
の
提
出
し
た
個
人
情

報
保
護
法
案
そ
の
も
の
も
、
メ
デ
ィ

ア
規
制
に
走
る
一
方
、
国
の
情
報
漏

え
い
に
対
す
る
規
制
が
不
充
分
と
い

わ
ざ
る
を
得
ま
せ
ん
。

　

し
た
が
っ
て
、
政
府
に
お
い
て
は

万
全
な
個
人
情
報
保
護
体
制
の
構
築

を
強
く
望
む
と
と
も
に
、
５
日
か
ら

の
稼
働
に
あ
た
っ
て
は
、
市
と
し
て

個
人
情
報
保
護
審
議
会
の
ご
意
見
を

伺
い
な
が
ら
、
市
民
の
個
人
情
報
を

守
る
べ
く
可
能
な
限
り
の
措
置
を
と

り
ま
し
た
。
情
報
の
漏
え
い
等
が
生

じ
た
と
き
は
速
や
か
に
ネ
ッ
ト
の
切

断
等
必
要
な
措
置
を
と
れ
る
よ
う
、

市
個
人
情
報
保
護
条
例
の
施
行
規
則

を
改
正
し
、「
不
適
切
な
取
扱
い
に
対

す
る
措
置
」
を
明
文
化
し
対
応
す
る

と
と
も
に
、
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
を
確
保

す
る
た
め
「
市
住
民
基
本
台
帳
ネ
ッ

ト
ワ
ー
ク
シ
ス
テ
ム
運
用
管
理
規

程
」
を
策
定
し
ま
し
た
。
今
後
「
基

本
的
人
権
の
侵
害
の
恐
れ
が
あ
る
」

と
き
、
情
報
提
供
の
一
時
停
止
等
必

要
な
措
置
を
、
条
例
を
根
拠
と
し
て

講
じ
ら
れ
る
よ
う
、
個
人
情
報
保
護

条
例
改
正
案
の
議
会
上
程
を
準
備
し

て
い
ま
す
。

　

政
府
は
、
地
方
自
治
体
の
不
安
に

対
し
「
個
人
情
報
の
保
護
措
置
は
万

全
」
と
の
見
解
を
繰
り
返
し
て
い
ま

す
が
、
今
後
個
人
情
報
が
脅
か
さ
れ

る
危
険
な
事
態
が
発
生
し
た
時
は
、

「
所
要
の
措
置
」
が
講
じ
ら
れ
な

か
っ
た
こ
と
と
あ
わ
せ
、二
重
の「
違

背
」
の
う
え
に
成
り
立
つ
シ
ス
テ
ム

と
し
て
、
狛
江
市
は
住
基
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
に
厳
し
く
対
処
す
る
方
針
で

す
。　　
　
　
　
　

１ 情報公開と市民参加によるまちづくりの推進１　情報公開と市民参加によるまちづくりの推進
収受文書のデータベース化（主管課入力）

４
項
目

広報こまえの文字拡大
市民協働課の新設
市長への手紙、情報公開請求の電子メールによる受付

２ 市民サービスの向上と効率的な事務事業の推進２　市民サービスの向上と効率的な事務事業の推進
岩戸児童センター開館時間延長（午後７時まで）

８
項
目

民間サービスの活用として「子育て支援センター事業」実施
選挙支援システムの導入
統合型地理情報システム一部導入
行政評価制度の第１次試行実施
保育園の待機児童対策として私立保育園の０歳児受入れを拡大
岩戸児童センターの民間委託
組織・機構を見直し組織改正を７月１日実施

３ 財政運営の見直し３　財政運営の見直し
工場認可等手数料の見直し３

項
目
入浴券配付方法の見直し
ワープロ据置型２台撤廃

４ 分権時代にふさわしい組織と職員体制の確立４　分権時代にふさわしい組織と職員体制の確立
定数条例を改定（６３６人から６１５人へ）

８
項
目

各部課との調整機能・連携強化を図るため企画調整課を設置
早期勧奨退職制度の促進
学校用務の配置基準を見直し正職員１名体制へ移行中
配置基準の見直しとして管理課補修係を管理係に統合
岩戸児童センターの民間委託（再掲）
直営マイクロバスを廃止し、運転業務を委託
選挙事務の委託を拡大

平成１４年度平成１３年度平成１２年度
職員数

５９８６１０６２２

△１２△１２４対前年度

※各年度４月１日現在
定員管理調査による職員数 （教育長１名含む）

平成１３年度平成１２年度財政効果

１３６�７１８４８�２３３節減額

４�８４３収入確保

単位：千円
収入の確保は新たな歳入が生じたもの

�
�

東
京
都
水
道
局
資
材
置
場
用
地
に
対
す
る

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

説
明
会
を
開
催
し
ま
す

�

�

�

�

�

�

　

元
和
泉
の
東
京
都
水
道
局
資
材
置

場
用
地 （
都
立
狛
江
高
校
と
な
り 
）は
、

調
布
第
２
号
和
泉
多
摩
川
緑
地
と
し

て
都
市
計
画
決
定
さ
れ
た
地
域
の
中

に
あ
り
ま
す
。
市
は
、
こ
れ
ま
で
同

緑
地
の
都
立
公
園
化
を
東
京
都
に
要

望
し
て
き
ま
し
た
。

　

し
か
し
、
都
水
道
局
は
今
ま
で
の

資
材
供
給
方
法
を
改
め
る
こ
と
に
な

り
、
資
材
置
場
と
し
て
の
機
能
が　
１５

年
度
に
は
な
く
な
り
ま
す
。
そ
こ
で
、

都
水
道
局
は
他
の
利
活
用
を
検
討
す

る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
が
、
市
に
対

し
て
も
利
活
用
の
方
針
を
提
示
す
る

よ
う
に
求
め
て
い
ま
す
。

　

市
は
こ
れ
に
対
し
、
総
合
公
園
と

し
て
の
都
立
公
園
化
を
前
提
と
し
た

多
目
的
広
場
と
し
て
の
利
活
用
を
図

り
つ
つ
、
先
行
取
得
す
る
方
針
を
定

め
ま
し
た
。

　

市
民
の
皆
さ
ん
に
方
針
に
至
っ
た

説
明
会
を
次
の
日
程
で
開
催
し
ま
す
。

〔
日
時
〕
８
月　

日
�
午
前　

時
か

２４

１０

ら
▽　

日
�
午
後
７
時
か
ら

２６

〔
場
所
〕
市
役
所
４
階
特
別
会
議
室

〔
問
い
合
わ
せ
〕
企
画
調
整
課
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�

�

�
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�
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住
民
基
本
台
帳
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
シ
ス
テ
ム
稼
働
に
あ
た
っ
て

　

狛
江
市
長　

矢
野　

ゆ
た
か

所得制限基準額扶養者の数

３�６０４�０００円０人

３�９８４�０００円１人

４�３６４�０００円２人

４�７４４�０００円３人

５�１２４�０００円４人



　
〔
日
時
〕
８
月　

日
�
午
前
８
時　

２５

３０

分
か
ら
午
後
５
時
ま
で

〔
場
所
〕
市
役
所
２
階
収
納
課

　

な
お
、
平
成　

年
度
市
民
税
・
都

１４

民
税
（
第
２
期
分
） 、
国
民
健
康
保

険
税
（
第
２
期
分
） 、
介
護
保
険
料

（
第
２
期
分
）
は
、
９
月
２
日
�
ま

で
に
納
め
て
く
だ
さ
い
。

〔
問
い
合
わ
せ
〕
収
納
課　

    
こ
の
制
度
は
、
学
生
本
人
の
所
得

が
年
間　

万
円
（
年
収
で
約
１
３
３

６８

万
円
）
以
下
の
場
合
、
申
請
を
出
し

て
承
認
さ
れ
る
と
、
保
険
料
の
支
払

い
が
猶
予
さ
れ
、　

年
以
内
に
免
除

１０

さ
れ
た
保
険
料
を
支
払
う
こ
と
が
で

き
る
仕
組
み
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　

対
象
と
な
る
学
生
の
方
は
、
大
学

生
・
専
門
学
校
・
各
種
学
校
の
昼
間

部
の
生
徒
だ
け
で
し
た
が
、夜
間
部
・

定
時
制
課
程
お
よ
び
通
信
制
課
程
の

学
生
も
対
象
に
な
り
ま
し
た
。

　

ま
た
、
学
生
納
付
特
例
期
間
中
に

障
害
や
死
亡
と
い
っ
た
不
慮
の
事
故

に
は
、
障
害
基
礎
年
金
ま
た
は
遺
族

基
礎
年
金
が
支
給
さ
れ
ま
す
。

〔
問
い
合
わ
せ
〕
保
険
年
金
課

　

第
一
分
科
会
・
市
民
参
加
の
手
続

き
に
つ
い
て
検
討
し
ま
す
。

▽
第
一
回

〔
日
時
〕
８
月　

日
�
午
後
１
時　

１９

３０

分
か
ら

〔
場
所
〕
５
０
２
会
議
室

　

第
二
分
科
会
・
市
民
活
動
団
体
の

支
援
に
つ
い
て
検
討
し
ま
す
。

▽
第
一
回

〔
日
時
〕８
月　

日
�
午
前　

時
か
ら

２３

１０

〔
場
所
〕
５
０
２
会
議
室

▽
第
二
回

〔
日
時
〕８
月　

日
�
午
前　

時
か
ら

３０

１０

〔
場
所
〕
狛
江
市
役
所
小
田
急
線
高

架
下
分
室
１
０
３
会
議
室

〔
問
い
合
わ
せ
〕
市
民
協
働
課　

　

市
長
の
諮
問
に
応
じ
、
市
議
会
議

員
の
報
酬
並
び
に
市
長
な
ど
常
勤
の

特
別
職
の
給
料
額
に
つ
い
て
審
議
す

る
狛
江
市
特
別
職
報
酬
等
審
議
会
委

員
を
公
募
し
ま
す
。

〔
応
募
資
格
〕　

歳
以
上
の
市
民
で

２０

　

月
か
ら　

月
ま
で
の
間
、
約
５
回
、

１０

１２

午
前
中
の
会
議
に
出
席
で
き
る
方

〔
公
募
人
員
〕
１
人
（
選
考
に
よ
り

決
定
し
ま
す
）

〔
任
期
〕
２
年
（
平
成　

年
９
月
１

１４

日
か
ら
平
成　

年
８
月　

日
ま
で
）

１６

３１

〔
応
募
方
法
〕
所
定
の
応
募
用
紙
と

作
文
「
特
別
職
の
報
酬
な
ど
に
つ
い

て
の
考
え
方
」を
８
０
０
字
程
度（
用

紙
自
由
）
に
ま
と
め
、
８
月　

日
�

２６

（
土
･
日
曜
日
を
除
く
）
ま
で
に
職

員
課
に
持
参
し
て
く
だ
さ
い
。

�　広報こまえ　平成１４年（２００２年）８月１５日

　
　

風
呂
に
入
る　

　

明
治
か
ら
大
正
に
か
け
て
、
小
判

型
の
木
の
桶
に
鉄
製
の
焚
き
釜
を
つ

け
た 
据
風
呂 
が
普
及
し
ま
し
た
。
煙

す
え
ふ
ろ

突
の
な
い
、
か
ん
た
ん
な
形
式
の
も

の
で
し
た
。
据
風
呂
は
、
こ
の
辺
で

は
ス
イ
フ
ロ
と
い
っ
て
い
ま
す
。

　

風
呂
桶
の
用
材
は
ス
ギ
が
多
く
、

つ
い
で
サ
ワ
ラ
。
多
く
の
家
は
据
風

呂
で
し
た
が
、
鉄
砲
風
呂
、
五
右
衛

門
風
呂
の
家
も
あ
り
ま
し
た
。

　

風
呂
場
専
用
の
一
室
を
設
け
る
こ

と
な
く
、
主
屋
の
ダ
イ
ド
コ
ロ
と
よ

ば
れ
る
土
間
の
一
角
や
、
土
間
に
つ

づ
い
た
軒
先
に
板
囲
い
を
し
て
、
風

呂
桶
を
据
え
た
り
し
ま
し
た
。
主
屋

か
ら
少
し
離
れ
て
、
井
戸
の
近
く
に
、

戸
板
で
囲
い
ト
タ
ン
屋
根
を
の
せ
て

風
呂
場
に
し
た
家
も
あ
り
ま
す
。

　

土
間
に
置
か
れ
た
風
呂
に
は
囲
い

が
な
く
、
湯
に
入
っ
て
い
た
ら
人
が

来
て
、
出
る
に
出
ら
れ
ず
困
っ
た
こ

と
も
よ
く
あ
っ
た
そ
う
で
す
。
夏
な

ど
、
風
呂
を
外
に
置
く
こ
と
も
あ
っ

て
、 
雷 
さ
ま
が
鳴
り
出
し
夕
立
が

ら
い

や
っ
て
く
る
と
、
番
傘
を
さ
し
て
湯

に
入
っ
た
話
も
聞
き
ま
す
。

　

風
呂
の
水
を
か
い
込
む
の
は
、
た

い
て
い
、
子
ど
も
の
仕
事
で
し
た
。

は
ね
つ
る
べ
、
車
井
戸
な
ど
で
く
み

上
げ
た
水
を
、
手
桶
や
バ
ケ
ツ
で
何

ば
い
も
運
ぶ
の
で
す
。
昭
和　

年
ご

１０

ろ
か
ら
手
押
し
ポ
ン
プ
が
使
わ
れ
る

よ
う
に
な
っ
て
、
水
く
み
も
楽
に
な

り
ま
す
。
ポ
ン
プ
で
く
み
上
げ
る
水

を
、
竹
や
ブ
リ
キ
の 
樋 
を
使
っ
て
風

と
い

呂
へ
流
し
込
む
よ
う
に
も
な
り
ま
し

た
。
屋
敷
地
内
や
近
く
に
小
川
が
あ

る
家
で
は
、
川
の
水
を
手
桶
や
バ
ケ

ツ
な
ど
で
運
ん
で
使
い
ま
し
た
。

　

こ
う
し
て
か
い
込
ん
で
立
て
た
湯

は
、
な
る
べ
く
減
ら
さ
な
い
よ
う
に

し
た
も
の
で
す
。
湯
ぶ
ね
に
入
る
前

に 
下 
の
方
な
ど
洗
い
、
あ
と
は
風
呂

し
も

の
中
で
洗
う
の
で
す
。
手
ぬ
ぐ
い
や
、

へ
ち
ま
の
た
わ
し
な
ど
で
、
か
ら
だ

を
こ
す
り
ま
す
。
一
本
の
手
ぬ
ぐ
い

を
家
じ
ゅ
う
の
者
で
使
い
ま
わ
す
の

で
、
手
ぬ
ぐ
い
は
茶
渋
で
煮
し
め
た

よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
し
ま
い
湯
近

く
に
な
る
と
、
お
と
な
の
ひ
ざ
下
、

ふ
く
ら
は
ぎ
あ
た
り
ま
で
の
湯
に
な

る
こ
と
も
し
ば
し
ば
で
、
こ
の
よ
う

に
少
な
い
湯
の
量
し
か
な
い
風
呂
を
、

 
脚
半 風
呂
と
い
っ
て
い
ま
し
た
。

き
ゃ
は
ん

　

戸
外
の
風
呂
場
で
は
、
湯
に
入
っ

て
い
る
と
、
ホ
タ
ル
が
た
く
さ
ん
と

ん
で
き
ま
し
た
。「
そ
れ
こ
さ
、
い
っ

ぱ
い
、
目
の
前
に
と
ん
で
く
る
ん
で

す
よ
」
。
秋
に
な
る
と
、
ム
ジ
ナ
の

鳴
く
声
を
、
風
呂
で
よ
く
聞
い
た
そ

う
で
す
。
外
灯
も
な
く
、
近
所
の
明

か
り
も
遠
く
、
夜
は
ほ
ん
と
う
の
闇

だ
っ
た
の
で
、
外
に
あ
る
風
呂
に
入

る
の
は
、
男
で
も
怖
か
っ
た
と
い
い

ま
す
。
ク
リ
の
実
が
落
ち
る
音
に
お

ど
ろ
い
た
り
、
夜
鳥
の
声
に
お
じ
け

づ
い
た
り
。
風
呂
場
に
は
豆
ラ
ン
プ

が
か
け
て
あ
っ
て
、
し
ま
い
湯
を
つ

か
っ
た
者
が
消
し
て
き
ま
す
。
大
正

の
末
、
電
灯
が
つ
い
て
か
ら
も
、
風

呂
場
に
は
ラ
ン
プ
を
使
う
家
も
少
な

く
な
か
っ
た
よ
う
で
す
。

　

残
り
湯
は
洗
濯
に
使
い
、
落
と
し

た
湯
は
、
ど
ぶ
や 
溜 
に
流
れ
て
吸
い

た
め

込
ま
れ
ま
す
。
風
呂
の
湯
が
入
っ
た

溜
の
水
は
、
肥
や
し
に
混
ぜ
て
使
う

家
も
あ
り
ま
し
た
。

　
　

中　

島　

恵　

子　

（
狛
江
市
文
化
財
専
門
委
員
）

－その１０３－

市
税
の
納
付
お
よ
び
相
談
窓

口
を
日
曜
日
に
開
設

　

な
お
、
応
募
の
際
の
提
出
書
類
は
、

一
切
お
返
し
し
ま
せ
ん
。

〔
問
い
合
わ
せ
〕
職
員
課　

　

現
在
、
市
で
は
「
介
護
保
険
推
進

市
民
協
議
会
」
を
中
心
に
、
平
成　
１５

年
度
か
ら　

年
度
ま
で
の
「
第
２
期

１９

介
護
保
険
事
業
計
画
」
の
策
定
作
業

中
で
す
。
こ
の
計
画
策
定
に
、
サ
ー

ビ
ス
利
用
者
や
介
護
者
、
そ
し
て

サ
ー
ビ
ス
提
供
事
業
者
等
の
意
向
を

充
分
反
映
さ
せ
て
い
く
た
め
広
聴
会

を
開
催
し
ま
す
。

〔
日
時
〕
８
月　

日
�
午
後
１
時　

２４

３０

分
か
ら

〔
場
所
〕
あ
い
と
ぴ
あ
セ
ン
タ
ー

〔
問
い
合
わ
せ
〕
介
護
福
祉
課

　

家
庭
で
乳
幼
児
を
保
育
す
る
家
庭

福
祉
員
（
保
育
マ
マ
）
制
度
の
家
庭

福
祉
員
を
募
集
し
ま
す
。

　

家
庭
福
祉
員
と
し
て
認
定
し
た
場

合
は
、
市
か
ら
委
託
金
（
月
額
８
万

１
�
２
０
０
円
）
の
支
給
と
保
護
者

か
ら
の
負
担
金
（
月
額
４
万
２
�
０

０
０
円
）
が
支
払
わ
れ
ま
す
。

〔
資
格
〕
�
市
内
在
住
の　

歳
か
ら

２５

　

歳
ま
で
の
方
�
保
育
士
、
教
員
、

６２助
産
師
、
保
健
師
ま
た
は
看
護
師
の

資
格
を
有
し
、
保
育
経
験
が
あ
る
こ

と
�
現
に
養
育
し
て
い
る
６
歳
未
満

の
子
ど
も
が
い
な
い
こ
と
�
家
庭
環

境
が
健
全
で
、
子
ど
も
の
保
育
に
専

念
で
き
る
こ
と
な
ど

〔
施
設
〕
�
児
童
専
用
室
と
し
て
６

畳
以
上
の
部
屋
が
原
則
と
し
て
１
階

に
あ
り
、
衛
生
的
な
調
理
施
設
が
あ

る
こ
と

〔
対
象
児
童
〕
３
歳
未
満
の
乳
幼
児

３
人
以
内
を
保
育
（
補
助
者
が
い
る

場
合
５
人
以
内
）

〔
保
育
時
間
〕
原
則
と
し
て
８
時
間

（
午
前
７
時　

分
か
ら
午
後
６
時
ま

３０

で
）

〔
そ
の
他
〕
賠
償
責
任
保
険
の
加
入

と
健
康
診
断
の
実
施
な
ど

〔
問
い
合
わ
せ
〕
児
童
福
祉
課

市
民
参
加
基
本
条
例
策
定
委

員
会
分
科
会
開
催

特
別
職
報
酬
等
審
議
会
委
員

の
公
募

介
護
保
険
制
度
に
つ
い
て
の

広
聴
会

家
庭
で
乳
幼
児
を
保
育
し
て

い
た
だ
け
る
方
を
募
集

学
生
の
み
な
さ
ん
の
国
民
年

金
納
付
特
例
制
度

�
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総 合 防 災 訓 練
9月１日�午前 8時３０分開始

@市の総合防災訓練は、阪神・淡路大震災の教訓

を踏まえ、実践に即した訓練となるよう行ってき

ました。今年度も２つの重点訓練、市内２カ所で

行う地域の自主的な訓練と市街地の中を訓練会

場にした街頭訓練（３カ所）を行います。

■訓練のねらい

�震災時に市民の自主的防災行動力の発揮およ
び秩序ある組織的な避難所運営などの訓練を目
指す。
�震災時における機動的な災害対策本部初動体
制を訓練する。
〔日時〕

　 ９月１日�午前８時３０分～１１時３０分
〔場所〕

　▽重点訓練　

　　市役所前市民ひろば・第五小学校
　▽地域自主訓練

　　第二小学校・第三中学校
　▽街頭訓練

　　岩戸地区・猪方地区・駒井町地区
〔訓練想定〕

　▽９月１日�午前９時狛江直下型地震発生マグ
　ニチュード７・２程度、震度６超え
　▽市内５カ所火災発生、電話、電気、水道、ガ
　ス機能停止
　
　以上が、本年度の総合防災訓練の概要です。
　多くの市民の方が、最寄り
の訓練会場で訓練に参加い
ただくようお願いします。
〔問い合わせ〕　総務防災課



　

〔
日
時
〕
９
月　

日
�
受
付
時
間
は

１１

午
後
１
時
〜
１
時　

分
〔
会
場
〕
あ

３０

い
と
ぴ
あ
セ
ン
タ
ー
〔
対
象
〕
平
成

　

年
５
月
生
ま
れ
の
乳
児〔
持
ち
物
〕

１４母
子
健
康
手
帳
・
問
診
票
・
保
険
証

※
対
象
者
に
は
個
別
に
問
診
票
が
送

付
さ
れ
ま
す
。

〔
問
い
合
わ
せ
〕
健
康
課
�
（
３
４

８
８
）
１
１
８
１

〔
日
時
〕
９
月
２
日
�
受
付
時
間
は

午
後
１
時
〜
１
時　

分
〔
会
場
〕
あ

３０

い
と
ぴ
あ
セ
ン
タ
ー
〔
対
象
〕
平
成

　

年
２
月
生
ま
れ
の
幼
児〔
持
ち
物
〕

１３母
子
健
康
手
帳
・
問
診
票
・
保
険
証
・

現
在
使
っ
て
い
る
お
子
さ
ん
の
歯
ブ

ラ
シ

※
対
象
者
に
は
個
別
に
問
診
票
が
送

付
さ
れ
ま
す
。

〔
問
い
合
わ
せ
〕
健
康
課
�
（
３
４

８
８
）
１
１
８
１

〔
日
時
〕
９
月　

日
�
受
付
時
間
は

１０

午
後
１
時　

分
〜
２
時　

分〔
会
場
〕

５０

５０

あ
い
と
ぴ
あ
セ
ン
タ
ー
〔
対
象
〕
学

生
・
生
徒
を
除
く　

歳
以
上
の
特
に

１５

検
診
を
受
け
る
機
会
の
な
い
方
〔
費

用
〕
無
料

※
申
し
込
み
の
必
要
は
あ
り
ま
せ
ん
。

直
接
会
場
に
お
越
し
く
だ
さ
い
。

〔
問
い
合
わ
せ
〕
健
康
課
�
（
３
４

８
８
）
１
１
８
１

〔
ツ
ベ
ル
ク
リ
ン
接
種
日
〕
９
月　
１０

日
�〔
判
定
お
よ
び
Ｂ
Ｃ
Ｇ
接
種
日
〕

　

日
�
〔
会
場
〕
あ
い
と
ぴ
あ
セ
ン

１２タ
ー
〔
受
付
時
間
〕
午
後
１
時　

分
５０

〜
２
時　

分
（
受
付
開
始
１
時
間
前

５０

か
ら
整
理
券
を
配
付
し
ま
す
）〔
対

象
〕
生
後
３
〜　

カ
月
未
満
の
乳
幼

４８

児
〔
持
ち
物
〕
母
子
健
康
手
帳
・
予

診
票

〔
問
い
合
わ
せ
〕
健
康
課
�
（
３
４

８
８
）
１
１
８
１

〔
日
時
〕
８
月　

日
�
午
前
９
時　

１６

３０

分
〜　

時　

分
〔
会
場
〕
あ
い
と
ぴ

１１

３０

あ
セ
ン
タ
ー

〔
問
い
合
わ
せ
〕
健
康
課
�
（
３
４

８
８
）
１
１
８
１

　

３
回
コ
ー
ス
で
行
い
ま
す
。

〔
日
時
〕
９
月
３
日
・　

月
１
日
・

１０

　

日
（
各
火
曜
日
）
午
前　

時
〜
正

２９

１０

午
〔
会
場
〕
狛
江
市
健
康
相
談
所

〔
対
象
〕
１
歳
ま
で
の
赤
ち
ゃ
ん
と

お
母
さ
ん
〔
持
ち
物
〕
バ
ス
タ
オ
ル

〔
定
員
〕　

組
２０

〔
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
〕
８
月

　

日
�
か
ら
直
接
健
康
課
窓
口
ま
た

１６は
�
（
３
４
８
８
）
１
１
８
１
へ
。

　

現
在
妊
娠
中
の
お
母
さ
ん
、
お
父

さ
ん
の
た
め
の
講
座
で
す
。
妊
娠
中

の
生
活
、
出
産
、
育
児
に
つ
い
て
学

び
な
が
ら
友
達
づ
く
り
を
し
ま
せ
ん

か
。

〔
会
場
〕
あ
い
と
ぴ
あ
セ
ン
タ
ー

〔
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
〕
健
康

課
�
（
３
４
８
８
）
１
１
８
１
へ
。

〔
日
時
〕
９
月　

日
�
午
後
１
時　

１０

３０

分
〜
４
時
〔
会
場
〕
あ
い
と
ぴ
あ
セ

ン
タ
ー
〔
定
員
〕
一
人
暮
ら
し
の
方

　

人
（
先
着
順
）〔
持
ち
物
〕
エ
プ
ロ

２４ン
・
三
角
巾
・
ふ
き
ん
・
筆
記
用
具

〔
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
〕
８
月

　

日
�
か
ら
健
康
課
�（
３
４
８
８
）

１５１
１
８
１
へ
。

〔
日
時
〕
９
月　

日
�
午
後
３
時
〜

１４

４
時　

分
〔
会
場
〕
エ
コ
ル
マ
ホ
ー

３０

ル
〔
費
用
〕
無
料
〔
講
師
〕
江
澤
郁

子
さ
ん（
日
本
女
子
大
学
名
誉
教
授
）

〔
問
い
合
わ
せ
〕
医
師
会
�
（
３
４

８
８
）
２
２
６
７

　

道
路
や
歩
道
へ
の
樹
木
の
は
み
出

し
は
、
景
観
上
の
問
題
だ
け
で
は
な

く
、
交
通
規
制
標
識
や
カ
ー
ブ
ミ

ラ
ー
が
見
え
な
く
な
り
非
常
に
危
険

で
す
。
ま
た
、
歩
行
者
や
通
行
車
両

の
視
界
を
妨
げ
る
た
め
、
交
通
事
故

の
原
因
に
な
る
恐
れ
が
あ
り
ま
す
。

　

道
路
を
安
全
で
快
適
な
も
の
に
す

る
た
め
に
も
、
私
有
地
内
の
樹
木
の

枝
が
道
路
に
は
み
出
さ
な
い
よ
う
に
、

皆
さ
ん
の
ご
理
解
と
協
力
を
お
願
い

し
ま
す
。

　
〔
問
い
合
わ
せ
〕
管
理
課

■
養
育
家
庭
制
度
と
は　

保
護
者
が

い
な
い
か
、
保
護
者
が
い
て
も
子
ど

も
を
養
育
で
き
な
い
等
の
事
情
か
ら

家
庭
で
生
活
で
き
な
い
子
ど
も
を
、

養
子
縁
組
を
目
的
と
し
な
い
で
、
一

定
期
間
家
庭
に
迎
え
て
、
家
族
と
一

緒
に
生
活
し
、
育
て
て
い
た
だ
く
制

度
で
す
。

■
養
育
家
庭
に
な
る
た
め
に
は　

主

な
要
件
は
、
以
下
の
と
お
り
で
す
。

▽　

歳
以
上　

歳
未
満
の
ご
夫
婦
。

２５

６５

配
偶
者
が
い
な
い
場
合
で
も
、
同
年

齢
で
子
ど
も
の
養
育
経
験
が
あ
る
か
、

ま
た
は
保
育
士
・
看
護
師
等
の
資
格

が
あ
り
、　

歳
以
上
の
子
ま
た
は
父

１８

母
等
が
同
居
し
て
い
る
方
。

▽
住
居
に
、
台
所
か
ら
独
立
し
た
居

室
が
２
室　

畳
以
上
あ
る
こ
と
。

１０

※
そ
の
他
詳
細
は
問
い
合
わ
せ

〔
問
い
合
わ
せ
〕
東
京
都
福
祉
局
子

ど
も
家
庭
部
育
成
課
�（
５
３
２
０
）

４
１
１
７

〔
日
時
〕
８
月　

日
�
午
前　

時
か

３０

１０

ら〔
案
件
〕
調
布
都
市
計
画
生
産
緑
地

地
区
の
変
更
に
つ
い
て
ほ
か

〔
申
込
方
法
・
問
い
合
わ
せ
〕
往
復

は
が
き
に
都
市
計
画
審
議
会
傍
聴
希

望
、
住
所
、
氏
名
、
電
話
番
号
を
記

載
し
、
８
月　

日
�
消
印
有
効
、
〒

２２

２
０
１
―
８
５
８
５
和
泉
本
町
１
―

１
―
５
都
市
建
設
部
計
画
課
へ
（
傍

聴
は
７
人
ま
で
。
超
え
た
場
合
は
抽

選
） 。

〔
日
時
〕
８
月　

日
�
午
前　

時
か

２２

１１

ら〔
場
所
〕
市
役
所
３
階
選
挙
管
理
委

員
会
事
務
局

※
傍
聴
は
先
着
３
人
ま
で

〔
問
い
合
わ
せ
〕
選
挙
管
理
委
員
会

事
務
局

〔
現
金
〕
緑
水
会
（
東
野
川
１
―　

）
１１

Ｔ
＆
Ｍ
ク
ラ
ブ（
和
泉
本
町
３
―　

）
１４

〔
物
品
〕
佐
藤
益
美
（
駒
井
町
２
―

　

）
高
島
柳
（
和
泉
本
町
４
―
７
）

３１村
上
研
二
（
元
和
泉
１
―　

）
高
野

２１

好
右
（
和
泉
本
町
３
―
１
）

■
マ
マ
・
パ
パ
学
級

■
１
歳
６
カ
月
児
健
康
診
査

■
３
・
４
カ
月
児
健
康
診
査

■
ワ
ン
ポ
イ
ン
ト
栄
養
教
室
「
一
人

暮
ら
し
で
も
バ
ラ
ン
ス
の
よ
い
食

事
」

■
結
核
検
診

■
ツ
ベ
ル
ク
リ
ン
・
Ｂ
Ｃ
Ｇ
接
種

〔
会
場
〕
あ
い
と
ぴ
あ
セ
ン
タ
ー

〔
診
療
日
〕　

日
・　

日

１８

２５

〔
受
付
時
間
〕
午
前
９
時
〜　

時
１１

　

分
・
午
後
１
時
〜
４
時　

分

３０

３０

○
休
日
応
急
診
療
所

　
　

�
（
３
４
８
８
）
９
１
２
１

○
休
日
歯
科
応
急
診
療
所

　
　

�
（
３
４
８
８
）
９
１
７
１

○
休
日
診
療
薬
局

　
　

�
（
３
４
８
８
）
１
５
１
９

○
狛
江
消
防
署

　
　

�
（
３
４
８
０
）
０
１
１
９

○
東
京
消
防
庁
テ
レ
ホ
ン
サ
ー
ビ

ス
　
　

�
０
４
２
（
５
２
１
）
２
３

　
　
　

２
３

休
日
診
療

　

時
間　
　
　

２４医
療
機
関
案
内

広報こまえ　平成１４年（２００２年）８月１５日　�

私
有
地
内
の
樹
木
の
管
理
を

お
願
い
し
ま
す

東
京
都
の
養
育
家
庭
制
度
の

お
知
ら
せ

�

�

�

�

������������������

������������������

�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
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�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�

平
成　

年
度
市
職
員
募
集

１４

　

市
で
は
、
身
体
障
害
者
を
対
象
と

し
た
、
平
成　

年
度
中
に
職
員
に
欠

１４

員
が
生
じ
た
と
き
補
充
す
る
た
め

の
採
用
候
補
者
を
募
集
し
ま
す
。　

〔
職
種
〕
一
般
事
務

〔
募
集
人
員
〕
１
人

〔
受
験
資
格
〕
次
の
す
べ
て
の
要
件

を
満
た
す
人

�
昭
和　

年
４
月
２
日
以
降
に
生

４４

ま
れ
た
方
で
、
高
等
学
校
卒
業
以
上

の
人

�
身
体
障
害
者
福
祉
法
第　

条
に

１５

定
め
る
身
体
障
害
者
手
帳
の
交
付

を
受
け
て
い
る
人

�
自
力
通
勤
が
で
き
、
介
護
者
無
し

に
、
一
般
事
務
の
職
務
遂
行
が
可
能

な
人

�
活
字
印
刷
文
に
よ
る
出
題
に
対

応
で
き
る
人

　

な
お
、
国
籍
は
問
い
ま
せ
ん
が
、

地
方
公
務
員
法
第　

条
（
欠
格
条

１６

項
）
に
該
当
す
る
方
は
受
験
で
き
ま

せ
ん
。

〔
申
込
書
配
布
・
申
込
期
間
〕
８
月

　

日
�
か
ら
９
月
９
日
�
ま
で
の

１５午
前
８
時　

分
か
ら
午
後
５
時
の

３０

間
に
職
員
課
で
配
布
し
、
申
し
込
み

を
受
け
付
け
ま
す
（
土
・
日
曜
日
を

除
く
） 。

※
申
込
書
は
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら

も
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
す
る
こ
と
が
で

き
ま
す
。

〔
提
出
書
類
〕
�
所
定
の
受
験
申
込

書
�
最
終
学
歴
の
卒
業
証
明
書
と

成
績
証
明
書
�
身
体
障
害
者
手
帳

の
写
し

〔
第
一
次
試
験
日
〕
９
月　

日
�

２２

〔
問
い
合
わ
せ
〕
職
員
課

�
選
挙
管
理
委
員
会
の
開
催

�
狛
江
市
都
市
計
画
審
議
会

■
フ
ロ
ア
ー
健
康
相
談
〜
育
児
相

談
も
お
気
軽
に
〜

■
ぽ
っ
か
ぽ
か
広
場

�

�

レンタル�
ショップ�

■
第
５
回
狛
江
市
医
師
会
市
民
講

座

　

寄　
　

附

　
　
　
（
敬
称
略
）

�

�

�

�

��

��



�　広報こまえ　平成１４年（２００２年）８月１５日　

　閑静な住宅街に開校して３５年、狛江第五小学校は周囲の環境にも恵ま
れ、地域・保護者の皆さんの熱い思いに支えられて充実した歴史を刻ん
できました。
　今、学校もそして教育も共に変わることが求められています。教育の
根幹にかかわることや、伝統・校風は不易の部分として大事に保持し、
求められる変革に対しては臆することなく取り組んで着実な教育活動を
展開していきます。
〔問い合わせ〕指導室

　

学
校
の
よ
さ
は
、
学
校
や
地
域
の

環
境
も
あ
り
ま
す
が
、
何
と
い
っ
て

も
そ
こ
で
学
ぶ
子
ど
も
た
ち
の
姿
に

映
し
出
さ
れ
ま
す
。　　
　
　
　
　

　

学
校
に
行
く
の
が
待
ち
遠
し
く
て
、

登
校
時
刻
ま
で
待
っ
て
い
ら
れ
な
い
、

そ
ん
な
子
ど
も
た
ち
で
い
っ
ぱ
い
の

五
小
で
す
。
元
気
な
あ
い
さ
つ
で
校

門
を
く
ぐ
り
、
笑
顔
で
語
り
合
う
表

情
が
何
と
も
微
笑
ま
し
く
目
に
映
り

ま
す
。

　

そ
し
て
ラ
ン
ド
セ
ル
を
置
く
と
、

ほ
と
ん
ど
の
子
ど
も
た
ち
が
校
庭
に

飛
び
出
し
て
い
き
ま
す
。
校
庭
は
学

級
で
、
異
年
齢
間
で
遊
ぶ
子
ど
も
た

ち
で
い
っ
ぱ
い
に
な
り
ま
す
。

　

時
間
を
守
る
こ
と
や
、
児
童
朝
会

や
集
会
で
の
真
っ
す
ぐ
な
整
列
、
静

か
に
話
を
聞
く
態
度
、
音
楽
に
合
わ

せ
て
の
行
進
等
、
５
・
６
年
生
を
お

手
本
に
全
学
年
し
っ
か
り
で
き
ま
す
。

　

教
職
員
が
時
間
を
か
け
て
取
り
組

ん
で
き
た
こ
と
が
校
風
と
し
て
根
付

い
て
き
て
い
ま
す
。

　

こ
れ
ま
で
と
変
わ
ら
な
い
リ
ズ
ム

を
刻
み
、
ゆ
っ
た
り
と
流
れ
る
時
間

を
五
小
で
は
ゆ
と
り
と
考
え
て
い
ま

す
。

　

児
童
朝
会
や
集
会
が
な
い
火
・
木

金
曜
日
は
登
校
を
済
ま
せ
る
と
、
８

時　

分
頃
か
ら
チ
ャ
イ
ム
の
鳴
る　

２０

４０

分
ま
で
外
に
出
て
元
気
に
遊
ん
で
い

ま
す
。
校
庭
い
っ
ぱ
い
に
広
が
っ
て

遊
ぶ
様
子
は　

分
休
み
や
昼
休
み
と

２０

同
じ
で
、
こ
の
一
日
３
回
の
ロ
ン
グ

の
遊
び
時
間
が
子
ど
も
た
ち
の
あ
り

あ
ま
る
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
上
手
に
発
散

さ
せ
、
怪
我
の
少
な
い
原
因
の
一
つ

と
な
っ
て
い
ま
す
。　

ま
た
、ゆ
っ
た

り
と
流
れ
る
朝
の
時
間
が
意
識
を
目

覚
め
さ
せ
る
時
間
と
な
り
、
授
業
へ

の
集
中
力
を
高
め
さ
せ
て
く
れ
ま
す
。

　

朝　

分
間
の
モ
ジ
ュ
ー
ル
学
習
が

１５

な
い
分
、
本
校
で
は
火
・
木
曜
日
が

６
時
間
、
水
曜
日
が
５
時
間
授
業
と

な
っ
て
い
ま
す
。
授
業
時
数
に
ゆ
と

り
を
持
た
せ
、
そ
の
中
で
基
礎
基
本

の
定
着
を
図
っ
て
い
ま
す
。

　

よ
り
よ
い
活
動
と
し
て
も
伝
統
的

に
取
り
組
ま
れ
、
校
風
と
し
て
受
け

継
が
れ
て
い
く
こ
れ
ら
も
教
育
活
動

で
す
。

　

縦
の
人
間
関
係
が
希
薄
に
な
っ
て

い
る
と
い
わ
れ
る
現
在
、
１
年
生
か

ら
６
年
生
ま
で
の
異
年
齢
集
団
で
作

る
縦
割
り
班
活
動
は
貴
重
な
体
験
活

動
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

本
校
で
は
常
時
活
動
と
し
て
の

「
清
掃
活
動
」
と
交
流
を
狙
い
と
し

た
「
五
小
タ
イ
ム
」
の
二
本
立
で
活

動
を
行
っ
て
い
ま
す
。　　
　
　

▽
清
掃
活
動

　

火
曜
日
と
木
曜
日
の
週
２
回
、
６

年
生
の
班
長
を
中
心
に
、
高
学
年
の

子
ど
も
が
低
学
年
の
子
ど
も
を
指
導

し
な
が
ら
清
掃
活
動
を
行
っ
て
い
ま

す
。
こ
の
活
動
を
と
お
し
て
５
・
６
年

生
は
高
学
年
と
し
て
の
責
任
感
を
自

覚
し
、低
学
年
の
子
ど
も
た
ち
は
５
・

６
年
生
へ
の
信
頼
感
を
高
め
て
い
き

ま
す
。
異
年
齢
間
の
よ
り
よ
い
関
係

を
自
然
な
形
で
築
く
上
で
貴
重
な
活

動
と
し
て
位
置
付
け
ら
れ
て
い
ま
す
。

▽
五
小
タ
イ
ム

「
顔
合
わ
せ
五
小
タ
イ
ム
」・「
一
年

生
と
仲
良
く
遊
ぶ
五
小
タ
イ
ム
」 ・

「
ア
ス
レ
チ
ッ
ク
五
小
タ
イ
ム
」 ・「
広

場
で
遊
ぼ
う
五
小
タ
イ
ム
」 ・「
六
年

生
と
思
い
出
を
つ
く
ろ
う
五
小
タ
イ

ム
」
等
、
交
流
を
楽
し
む
活
動
と
し
て

ロ
ン
グ
の
時
間
設
定
を
し
て
い
ま
す
。

　

朝
、　

分
休
み
、
昼
休
み
の
時
間
、

２０

異
学
年
が
混
じ
っ
て
遊
ぶ
様
子
が
見

ら
れ
る
の
は
こ
の
活
動
が
基
盤
と

な
っ
て
い
ま
す
。

　

学
校
か
ら　

分
も
か
か
ら
な
い
野

１５

川
は
、
五
小
の
子
ど
も
た
ち
に
と
っ

て
身
近
に
体
験
で
き
る
貴
重
な
自
然

の
宝
庫
で
す
。
全
学
年
さ
ま
ざ
ま
な

学
習
で
野
川
を
活
用
し
て
い
ま
す
が
、

特
に
３
・
４
年
生
は
理
科
の
発
展
学

習
と
し
て
総
合
的
な
学
習
の
時
間
、

た
っ
ぷ
り
時
間
を
か
け
て
取
り
組
ん

で
い
ま
す
。
川
に
入
る
、
生
き
も
の

を
探
す
、
植
物
に
目
を
注
ぐ
、
生
き

た
野
川
の
自
然
は
、
多
様
な
活
動
を

子
ど
も
た
ち
に
保
証
し
て
く
れ
ま
す
。

　

十
分
時
間
を
か
け
た
体
験
が
、
嫌

悪
感
を
持
っ
て
い
た
生
き
物
に
愛
着

を
持
つ
よ
う
に
な
っ
た
り
、
自
主
的

に
蚕
を
育
て
た
り
等
の
活
動
や
見
つ

け
た
生
き
も
の
を
毎
日
の
よ
う
に

持
っ
て
く
る
子
ど
も
の
姿
に
表
れ
て

い
ま
す
。

　

学
校
が
学
校
だ
け
で
機
能
す
る
時

代
は
終
わ
り
ま
し
た
。
地
域
で
子
ど

も
を
育
て
る
地
域
の
教
育
力
が
今
問

わ
れ
て
い
ま
す
。
学
校
が
地
域
の
教

育
力
に
参
画
し
て
い
く
こ
と
が
開
か

れ
た
学
校
だ
と
考
え
て
い
ま
す
。
そ

の
た
め
に
は
双
方
向
か
ら
の
情
報
提

供
が
何
よ
り
も
必
要
で
す
。

　

授
業
の
様
子
だ
け
で
な
く
、
一
日

の
学
校
生
活
を
ト
ー
タ
ル
と
し
て
参

観
し
て
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。

　

今
年
度
は　

月　

日
に
土
曜
参
観

１０

２６

を
兼
ね
て
午
前
中
公
開
し
ま
す
。

　
「
心
の
東
京
革
命
」の
一
環
と
し
て

学
校
で
は
道
徳
授
業
を
地
域
に
公
開

し
て
い
ま
す
。

　

道
徳
授
業
は
ど
ん
な
内
容
で
行
わ

れ
て
い
る
か
、
心
を
耕
し
、
そ
れ
を

実
践
へ
と
つ
な
げ
て
い
く
た
め
に
は

ど
ん
な
取
り
組
み
が
必
要
か
、
授
業

を
参
観
し
て
い
た
だ
く
と
と
も
に
、

そ
の
後
の
協
議
会
で
感
想
や
意
見
を

交
換
し
て
い
ま
す
。

　

今
年
度
は
２
月
７
日
に
公
開
講
座

を
予
定
し
て
い
ま
す
。

　

文
部
科
学
省
が
提
唱
し
て
い
る
学

校
評
議
員
制
の
導
入
で
す
。
本
校
は

今
年
度
発
足
し
ま
し
た
。

　

Ｐ
Ｔ
Ａ
の
活
動
と
と
も
に
こ
の
協

議
会
を
学
校
を
開
く
窓
口
と
し
て
考

え
て
い
ま
す
。
学
校
の
活
性
化
に
向

け
て
大
き
な
力
に
な
っ
て
い
く
こ
と

を
期
待
し
て
い
ま
す
。

　

今
年
度
よ
り
２
年
間
、
市
の
研
究

協
力
校
と
し
て
研
究
を
進
め
て
い
ま

す
。

　

研
究
テ
ー
マ
を 「
伝
え
合
う　

認

め
合
う　

高
め
合
う －

表
現
力
の

育
成
を
通
し
て －

」 と
設
定
し
、
来

年
度
研
究
公
開
を
予
定
し
て
い
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　　　　　－新学習指導要領による新しい教育がはじまりました－
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特特
集集

伝統を守り、新しさを求めて

狛 江 第 五 小 学 校

集
団
の
決
ま
り
を
し
っ
か
り

　
　
　
　
　

守
れ
る
子
ど
も
た
ち
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五
小
の
子
ど
も
た
ち

ゆ
と
り
あ
る
教
育

　
　
　
　

課
程
の
編
成

特
色
あ
る
教
育
活
動

開
か
れ
た
学
校　
　

新
し
い
取
り
組
み　

朝
の
遊
び
時
間　
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モ
ジ
ュ
ー
ル
学
習
の
な
い
時
間
割
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縦
割
り
班
活
動　
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�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�

野
川
を
フ
ィ
ー
ル
ド
ワ
ー
ク
に

　
　

し
た
総
合
的
な
学
習
の
時
間

�

�

�

�

����

����

�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�

�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�

学
校
公
開　
　

�

�

�

�

��

��

�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�

�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�

道
徳
授
業
地
区
公
開
講
座　

�

�

�

�

��

��

�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�

�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�

学
校
運
営
連
絡
協
議
会　

�

�

�

�

��

��

�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�

�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�

素
直
で
、 の
び
の
び
、
そ
し
て

　
　
　
　
　
　
　
　

明
る
く
元
気　

�

�

�

�

����

����

�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�

�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�



　
広報こまえ　平成１４年（２００２年）8月１５日　�

〔
日
時
〕
９
月　

日
〜　

月　

日
第

１０

１２

２４

２
・
４
火
曜
日
（
全
８
回
）
午
前　
１０

時
〜
正
午
〔
対
象
〕
市
内
在
住
・
在

勤
の
中
高
年
者
〔
定
員
〕　

人
〔
講

２０

師
〕
味
野
和
一
柳
さ
ん

〔
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
〕
西
河

原
公
民
館
�
（
３
４
８
０
）
３
２
０

１
へ
。

〔
期
間
〕９
月　

日
〜　

月
５
日（
全

１２

１２

　

回
）
毎
週
木
曜
日
〔
時
間
〕
午
前

１３
　

時
〜
正
午
〔
対
象
〕
市
内
在
住
・

１０在
勤
の
中
高
年
者
〔
定
員
〕　

人
２０

〔
講
師
〕
堀　

恒
一
郎
さ
ん
（
国
学

院
大
學
名
誉
教
授
）
ほ
か

〔
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
〕
西
河

原
公
民
館
�
（
３
４
８
０
）
３
２
０

１
へ
。

▽
染
色
作
品
づ
く
り
〔
日
時
〕
８
月

　

日
�
午
後
１
時　

分
〜
３
時　

分

２５

３０

３０

〔
対
象
〕
小
学
生
（
低
学
年
は
保
護

者
同
伴
）・
中
学
生
〔
定
員
〕　

人
１６

〔
参
加
費
〕
材
料
費
と
し
て
３
０
０

円
▽
自
然
観
察
教
室（
昆
虫
）〔
日
時
〕

９
月
７
日
�
午
前　

時
か
ら
〔
持
ち

１０

物
〕
筆
記
用
具
・
虫
め
が
ね
〔
参
加

費
〕
無
料

〔
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
〕
西
河

原
公
民
館
�
（
３
４
８
０
）
３
２
０

１
へ
。

〔
日
時
〕
９
月
４
日
�
午
後
１
時
〜

３
時
〔
講
師
〕
佐
々
木
理
恵
さ
ん

（
キ
ン
グ
レ
コ
ー
ド
所
属
）〔
定
員
〕

　

人
〔
持
ち
物
〕
筆
記
用
具
〔
参
加

２０費
〕
無
料

〔
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
〕
上
和

泉
地
域
セ
ン
タ
ー
�
（
３
４
８
９
）

９
１
０
１
へ
。

〔
日
時
〕
８
月　

日
�
�
午
前　

時

２４

１０

　

分
〜
正
午
�
午
後
１
時
〜
２
時　

３０

３０

分
�
午
後
３
時
〜
４
時　

分
〔
材
料

３０

費
〕
１
�
８
０
０
円
〔
持
ち
物
〕
は

さ
み
・
エ
プ
ロ
ン
・
筆
記
用
具
〔
場

所
〕
Ｊ
Ａ
マ
イ
ン
ズ
狛
江
支
店

〔
問
い
合
わ
せ
〕
八
原
�
（
３
４
８

８
）
３
４
３
５

〔
日
時
〕
９
月　

日
〜　

月
３
日
、

１７

１２

毎
週
火
曜
日
午
前　

時
〜
正
午
（
全

１０

　

回
）〔
会
場
〕
あ
い
と
ぴ
あ
セ
ン

１２タ
ー
〔
受
講
料
〕
２
�
０
０
０
円

〔
問
い
合
わ
せ
〕
社
会
福
祉
協
議
会

�
（
３
４
８
８
）
０
２
９
４

〔
日
時
〕
８
月　

日
�
午
前　

時
〜

２１

１０

正
午〔
会
場
〕あ
い
と
ぴ
あ
セ
ン
タ
ー

〔
費
用
〕
無
料
〔
定
員
〕　

人
３０

〔
問
い
合
わ
せ
〕
社
会
福
祉
協
議
会

�
（
３
４
８
８
）
０
２
９
４

〔
コ
ー
ス
名
〕
毛
筆
筆
耕
〔
対
象
〕

　

歳
以
上
で
�
狛
江
市
シ
ル
バ
ー
人

６０材
セ
ン
タ
ー
に
新
規
入
会
し
、
就
業

で
き
る
方
〔
期
間
〕　

月　

日
�
〜

１０

２２

　

月　

日
�
の　

日
間
午
前　

時
〜

１１

２２

２０

１０

午
後
４
時
〔
定
員
〕 
選
考
で
若
干
名

〔
受
講
料
〕
無
料
〔
会
場
〕
東
京
都

高
年
齢
者
就
業
セ
ン
タ
ー

〔
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
〕
往
復

は
が
き
に
毛
筆
で
コ
ー
ス
名
・
住
所
・

氏
名
・
電
話
番
号
・
生
年
月
日
を
記

載
し
、
９
月　

日
�
必
着
〒
１
０
２

１７

―
０
０
７
２
千
代
田
区
飯
田
橋
３
―

　

―
３
�
東
京
都
高
齢
者
事
業
振
興

１０財
団
�
（
５
２
１
１
）
２
３
２
７
へ
。

〔
日
時
〕　

月　

日
�
・　

日
�
午

１０

２３

２４

前
９
時　

分
〜
午
後
２
時　

分
〔
会

３０

１５

場
〕
都
民
ホ
ー
ル
〔
申
込
書
〕
管
理

課
で
配
布
〔
申
込
期
間
〕
９
月
２
日

�
〜
６
日
�
午
前
９
時　

分
〜
午
後

３０

４
時　

分
〔
手
数
料
〕
４
�
９
０
０
円

３０

〔
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
〕
東
京

都
都
市
計
画
局
市
街
地
企
画
課
�

（
５
３
８
８
）
３
３
３
５
へ
。

〔
日
時
〕
８
月　

日
�
午
前　

時
〜

２３

１０

　

時　

分
〔
対
象
〕
小
学
４
年
生
〜

１１

３０

成
人
〔
定
員
〕　

人
（
先
着
順
）〔
参

４５

加
費
〕
無
料
〔
講
師
〕
藁
谷
晶
子
さ

ん
、
宮
澤
み
ど
り
さ
ん
〔
持
ち
物
〕

軍
手
・
エ
プ
ロ
ン

〔
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
〕
上
和

泉
地
域
セ
ン
タ
ー
�
（
３
４
８
９
）

９
１
０
１
へ
。

〔
日
時
〕
８
月　

日
�
午
前　

時
〜

２５

１０

午
後
３
時
〔
場
所
〕
市
役
所
前
市
民

ひ
ろ
ば
〔
出
店
料
〕
店
舗
２
�
０
０

０
円
（
２
×
３
ｍ
）・
フ
リ
ー
マ
ー

ケ
ッ
ト
１
�
１
０
０
円（
２
×
２
ｍ
）

（
そ
れ
ぞ
れ
保
険
料
込
み
）

〔
問
い
合
わ
せ
〕
山
岸
�
（
３
４
８

０
）
２
０
７
４

〔
日
時
〕９
月
３
日
�
正
午
か
ら〔
会

場
〕
あ
い
と
ぴ
あ
セ
ン
タ
ー
〔
会
費
〕

５
０
０
円
〔
対
象
〕　

歳
以
上
（
先

７０

着　

人
）

５０
〔
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
〕
藤
田

�
（
３
４
８
０
）
２
６
４
０
へ
。

　
　

月
９
日
�
・　

日
�
の
第　

回

１１

１０

２６

狛
江
市
民
ま
つ
り
開
催
に
伴
い
�
運

営
の
た
め
の
資
金
や
品
物
の
協
賛 

（
協
賛
金
５ 
�
０
０
０
円
以
上
か

ら
名
前
を
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
へ
掲
載
）

�
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
ス
タ
ッ
フ （
市
内

在
住 ・
在
勤 ・
在
学
者
の
中
学
生
以

上
の
方
）

〔
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
〕
�
９

月　

日
�
ま
で
の
平
日
�
８
月　

日

１３

３０

�
ま
で
の
平
日
、
�
�
と
も
午
前
８

時　

分
〜
午
後
５
時
の
間
に
市
民
ま

３０
つ
り
実
行
委
員
会
事
務
局
（
市
民
協

働
課
）
へ
。

　
　

月
９
日
�
・　

日
�
に
行
う
文

１１

１０

化
祭
の
出
品
者
の
申
し
込
み
を
受
け

付
け
ま
す
。

〔
日
時
〕
８
月　

日
�
午
後
６
時　

２８

３０

分
か
ら
〔
会
場
〕
中
央
公
民
館

〔
問
い
合
わ
せ
〕
市
民
協
働
課

〔
入
会
資
格
〕　

歳
以
上

６０

〔
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
〕
直
接

お
近
く
の
老
人
ク
ラ
ブ
へ
。

〔
職
種
・
人
員
〕
事
務
職
１
人
（
概

ね　

歳
ま
で
）〔
勤
務
日
〕
９
月
２
日

４０
�
か
ら
週
５
日
、
午
前
８
時　

分
〜

３０

午
後
５
時
〔
賃
金
〕
１
時
間
８
７
０

円
〔
条
件
〕
普
通
自
動
車
運
転
免
許
・

パ
ソ
コ
ン
入
力
出
来
る
方
〔
応
募
方

法
〕
８
月　

日
�
ま
で
に
履
歴
書
を

２１

提
出
、
書
類
選
考
の
う
え
、
８
月　
２３

日
�
ま
で
に
面
接
日
を
連
絡

〔
問
い
合
わ
せ
〕
シ
ル
バ
ー
人
材
セ

ン
タ
ー
�
（
３
４
８
８
）
６
７
３
５

〔
内
容
〕
環
境
緑
化
、
森
林
愛
護
並

び
に
自
然
保
護
な
ど
主
に
緑（
樹
木
）

の
保
護
と
回
復
を
呼
び
か
け
る
こ
と

を
テ
ー
マ
と
し
た
簡
明
な
標
語
〔
応

募
資
格
〕
都
内
の
小
・
中
学
生
の
児

童
・
生
徒
、
ま
た
は
都
内
に
在
住
・

在
勤
者
の
方
〔
募
集
期
間
〕
９
月　
１０

日
�
ま
で

〔
問
い
合
わ
せ
〕
東
京
緑
化
推
進
委

員
会
�
０
４
２
（
５
２
９
）
５
９
４

５〔
日
時
〕　

月　

日
�
午
前　

時
〜

１０

１３

１０

午
後
３
時
（
雨
天　

日
）〔
場
所
〕
多

１４

摩
川
河
川
敷
自
由
ひ
ろ
ば〔
出
店
料
〕

１
�
０
０
０
円
〔
応
募
方
法
〕
往
復

は
が
き
に
氏
名
・
住
所
・
電
話
番
号

明
記
。
９
月　

日
�
ま
で
に
郵
送
。

２１

※
実
行
委
員
お
よ
び
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

を
募
集
し
て
い
ま
す
。

〔
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
〕
〒
２

０
１
―
０
０
０
３
和
泉
本
町
４－

７－

　

－

１
０
３
は
っ
ぴ
ぃ
ハ
ウ

２７

ス
�
（
５
４
９
７
）
７
３
４
３
へ
。

■
川
柳
講
座

■ 
夏
の
少
年
少
女
体
験
教
室

�

■
民
謡
教
室

■
夏
の
生
花
を
使
っ
た
ア
レ
ン
ジ

メ
ン
ト

■
要
約
筆
記
講
習
会

■
こ
ど
も
手
話
教
室

■
屋
外
広
告
物
講
習
会

■
若
葉
会
・
会
食
会

■
こ
ま
え
楽
市

■
西
河
原
カ
レ
ッ
ジ
専
門
コ
ー
ス

〜
地
域
を
理
解
す
る
た
め
に
〜

■
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
就
業

支
援
講
習

■
第
７
回
乗
馬
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル

フ
リ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト
出
店
者
・
実
行

委
員
・
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

■
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
臨
時

職
員

■
老
人
ク
ラ
ブ
会
員

■
平
成　

年
度
緑
化
運
動
標
語

１５

学習内容学習テーマ月　日

講座の意味や日程説明講座の開設にあたって９月１２日１

参加者の経験や関心を語
り合い交流を深める／話
し合いと講義

あなたの伸ばしたい力は
何ですか９月１９日２

�緑ワーキンググループ
�狛江薪能の会

市民の学習・文化活動、
地域活動に学ぶ

９月２６日
１０月３日

３
４

� まちの移り変わり／講
義　井上　孝さん
�狛江の文化財／講義　
井上　孝さん
�狛江を歩く／歴史散策

狛江の歴史を学ぶ
１０月１０日
１０月１７日
１０月２４日

５
６
７

西河原カレッジＯＢとの
交流地域団体との交流１０月３１日８

講義　堀　恒一郎さん地域で学ぶ１１月７日９

�介護保険制度について
�こまえ男女平等推進プ
ランについて
� 話し合い

狛江市からのメッセージ
１１月１４日
１１月２１日
１１月２８日

１０
１１
１２

講義と話し合い／堀　恒
一郎さん市民の学習と活動１２月５日１３

地　域電話番号住　所会長名名　称

中和泉２～４丁目（３４８０）２９１３中和泉２－５－２７沼尻善四郎第 一 長 寿 会

岩戸南１～４丁目（３４８０）６２２２岩戸南４－２７－２２東　　祐吉第 二 長 寿 会

東野川１～４丁目（３４８９）４５６７東野川１－８－４小池　　巴第 三 長 寿 会

西和泉１～２丁目　０４２４（８４）５５１８西和泉２－１０－１０６伊部　徳則多摩川六十路会

猪方１～４丁目（３４８９）６６５２猪方３－９－６松沢　太郎南 部 長 寿 会

東和泉１～３丁目（３４８９）３８２０岩戸北３－１９－１４細田　斌司いづみ長寿会

岩戸北１～４丁目（３４８９）０２７１岩戸北１－１７－４高橋　泰雄あづま長寿会

中和泉１丁目、元和泉１丁目（３４８９）３１８８元和泉２－２５－２７高野喜代子第 五 長 寿 会

東和泉４丁目、元和泉２～３丁目（３４８０）３９２９東和泉３－７－１９土本　義夫第 六 長 寿 会

西野川１～４丁目（３４８０）３３８９西野川３－８－１５村田　三郎第 七 長 寿 会

中和泉５丁目（３４８９）３７６１中和泉５－１９－８小坂　照幸第 八 長 寿 会

和泉本町１～４丁目 （都営を除く）（３４８９）１４５５和泉本町１－２５－２９上野　　隆和泉本町健康クラブ

駒井町１～３丁目（３４８０）８８６４駒井町１－２８－６中村　　�駒井町健康クラブ

和泉本町４丁目７番（都営住宅）（３４８９）７４８４和泉本町４－７－３４－５０５田島　孝一狛江団地長寿会

　　　　〃（３４８９）２１７９和泉本町４－７－５－２０４安武　俊克若 草 会

　　　　〃（３４８９）４６３３和泉本町４－７－２－２０２海野　兼由狛江団地健康クラブ

■老人クラブ一覧

■
文
化
祭
出
品
者

■
廃
食
用
油
で
石
け
ん
を
作
ろ
う

■
市
民
ま
つ
り
協
賛
金
品
・
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア

■西河原カレッジ専門コース日程



�　広報こまえ　平成１４年（２００２年）8月１５日

〔
募
集
人
員
〕
２
人
（
市
内
在
住
で

　

歳
ま
で
の
方
）〔
勤
務
地
〕
市
内

６４〔
身
分
〕
非
常
勤
の
国
家
公
務
員

〔
勤
務
内
容
〕
週
５
日
（
１
日
８
時

間
以
内
、
週
に　

時
間
、
土
・
日
曜

３０

日
、
夜
間
勤
務
あ
り
） 〔
給
与
〕
月
額

　

万
８
�
０
０
０
円
〔
そ
の
他
〕
社

１５会
保
険
・
労
働
保
険
適
用

〔
問
い
合
わ
せ
〕
東
京
社
会
保
険
事

務
局
年
金
調
整
課
�
（
５
３
２
２
）

１
６
４
４

　
「
雇
用
・
能
力
開
発
機
構
」
で
は
、

キ
ャ
リ
ア
形
成
に
関
す
る
相
談
・
情

報
提
供
を
毎
週
月
・
水
・
金
曜
日
に

無
料
で
行
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、

キ
ャ
リ
ア
形
成
に
関
す
る
能
力
開
発

プ
ロ
グ
ラ
ム
の
作
成
も
し
て
い
ま
す
。

　

な
お
、
市
役
所
の
就
職
情
報
提
供

コ
ー
ナ
ー
で
は
、
パ
ソ
コ
ン
に
よ
る

就
職
情
報
の
提
供
・
就
職
活
動
に
伴

う
さ
ま
ざ
ま
な
不
安
に
つ
い
て
相
談

窓
口
の
紹
介
等
を
行
っ
て
い
ま
す
の

で
、
併
せ
て
利
用
く
だ
さ
い
。

〔
問
い
合
わ
せ
〕
産
業
生
活
課
ま
た

は
雇
用
・
能
力
開
発
機
構
�
（
３
８

１
６
）
８
１
６
１

〔
利
用
で
き
る
車
両
〕
長
さ
４
・
７

０
ｍ
、
幅
１
・
７
５
ｍ
、
高
さ
１
・

５
０
ｍ
、
重
さ
１
・
７
０
ｔ
以
内
で

機
械
式
駐
車
場
に
駐
車
で
き
る
車
両

〔
利
用
期
間
〕
平
成　

年
３
月　

日

１５

３１

ま
で
（
来
年
度
は
契
約
更
新
）〔
利

■
国
民
年
金
推
進
員

お
知
ら
せ�

■
就
職
活
動
を
始
め
る
方
・
就
職
活

動
中
の
方
へ

用
時
間
〕
全
日
※ 
た
だ
し
、
午
後　
１１

時
か
ら
翌
朝
７
時
ま
で
は
車
・
人
の

出
入
り
が
で
き
ま
せ
ん
〔
使
用
料
〕

月
額
で
１
万
８
�
０
０
０
円
／
１

台
〔
定
休
日
〕
１
月
１
日
、
設
備
保

安
点
検
実
施
日
（　

月
予
定
）
※ 
車

１０

庫
証
明
は
取
得
で
き
ま
せ
ん
〔
申
込

方
法
〕
計
画
課
の
窓
口
に
あ
る
申
請

書
に
必
要
事
項
を
記
入
し
、
定
期
駐

車
を
利
用
し
よ
う
と
す
る
車
両
の

車
検
証
の
コ
ピ
ー
を
添
付
し
て
提

出
し
て
く
だ
さ
い
。

〔
問
い
合
わ
せ
〕
計
画
課

　

各
グ
ル
ー
プ
と
も
参
加
自
由
で

す
の
で
、
お
気
軽
に
参
加
く
だ
さ
い
。

▽
水
路
グ
ル
ー
プ
ホ
タ
ル
勉
強
会

〔
日
時
〕
８
月　

日
�
午
後
２
時
か

３１

ら
〔
集
合
場
所
〕
田
中
の
池
児
童
公

園
（
荒
天
の
場
合
の
み
中
止
）
▽
今

後
の
日
程
〔
水
路
グ
ル
ー
プ
〕
９
月

　

日
�
５
０
３
会
議
室
、　

月　

日

１４

１０

１２

�
特
別
会
議
室
、
各
午
後
２
時
か
ら

〔
自
転
車
グ
ル
ー
プ
〕
８
月　

日
�
、

３１

９
月　

日
�
５
０
３
会
議
室
、　

月

１４

１０

　

日
�
特
別
会
議
室
、
各
午
前
９
時

１２

■ロマンを永遠に

　８月２５日�午後零時３０分から西河

原公民館でカラオケ発表会、無料〔問

い合わせ〕カラオケ２１・小川�（３４８８）

２６０８。

■家庭中国漢方普及会・健康講演会

　８月２２日�午後１時３０分～３時３０

分、エコルマホール。定員１５人、無

料。テーマ「高脂血症と東洋医学」

〔問い合わせ〕猪越�０４２２（４５）６１４６。

■狛江ダンススポーツアカデミー・会

員募集

　月の前半を第二小学校、後半を中央

公民館で毎週金曜日午後７時～９時。

カップルレッスン、見学歓迎、入会金

１�０００円、月会費２�０００円〔問い合わ

せ〕永井�（３４８０）０９９７。

■狛江バレエグループ・会員募集

　毎週木曜日、上和泉地域センターで

成人午後１時～２時１５分１回８００円、

子ども （３歳～） 午後２時３０分から。

月会費３�０００円〔問い合わせ〕高橋�

（３４３０）７３２３。

■子育て講座・参加者募集

　９月１２日�・１９日�午前１０時～正

午、根川地区センター。無料。保育あ

り〔問い合わせ〕保育室赤いほっぺ�

（３４８０）３２７８。

■狛江難病患者と家族の会

　９月２日�午前１０時から中央公民

館で定例の相談会。手足のしびれやこ

わばりでお困りの方、相談に応じます。

〔問い合わせ〕伊藤�（３４８０）０９３８。

■第３回星空コンサート

　８月２３日�午後６時開場、６時３０

分開演、第一小学校体育館で桐朋アル

モニアクインテットによる木管五重

奏、無料〔問い合わせ〕ゆきとどいた

教育をすすめる狛江市民の会・和田�

（３４８８）９５５８。

■狛江ビデオクラブ・会員募集

　毎月第２日曜日午後１時３０分から

西河原公民館で研修、情報交換等行っ

ています。男女年齢を問わず歓迎。年

会費３�０００円〔問い合わせ〕田淵�

（３４８０）０９９３。

■カルチャー教室・参加者募集

　９月１１日�・１８日�・２５日�の全

３回午前１０時～正午、狛江郵便局。

参加費２�０００円程度（全３回分） 、定

員２０人（全３回参加できる方で先着

順）午前９時から電話受け付け〔問い

合わせ〕狛江郵便局�（３４８８）４２４２。

■狛江新体操クラブ・会員募集

　毎週月曜日午後４時３０分～５時３０

分、市民総合体育館で楽しく練習して

います。対象は年長～小学６年生、月

会費３�０００円〔問い合わせ〕三宅�

（３９９８）８３３０。

■ソシアルダンスアトリエ・会員募集

　毎週水曜日午後１時３０分～４時、

野川地域センター。月会費２�５００円

〔問い合わせ〕大月�（３４８９）６３０８。

�
�
�

�
�
�

�
�
�

�
�
�
�

�
�
�

�
�
�

�
�

※１０月から 「ほっとらいん
６.３９」は市民協働課で発行する
情報誌に移ることになり、９月
１５日号 （原稿締め切り８月２７日
�） をもちましてこの欄を終了
させていただきます。
　１０月発行号の掲載を希望さ
れる方は、８月３０日�までに市
民協働課に掲載原稿を提出して
ください。なお、情報誌は隔月
の発行となります。
〔問い合わせ〕市民協働課

　

分
か
ら

３０〔
問
い
合
わ
せ
〕
計
画
課

〔
整
理
期
間
〕
８
月　

日
�
〜
９
月

２１

１
日
�
〔
場
所
の
決
定
〕
９
月
４
日

�
〜
９
日
�
午
前
９
時
か
ら
先
着
順

に
場
所
を
決
定
し
、
荷
物
を
移
動
し

ま
す
（
各
日
と
も
午
前
９
時
〜
午
後

５
時
ま
で
） 。期
日
ま
で
に
整
理
し
て

い
な
い
荷
物
は
、
処
分
さ
せ
て
い
た

だ
き
ま
す
。

〔
問
い
合
わ
せ
〕中
央
公
民
館
�（
３

４
８
８
）
４
４
１
１　

　

年
金
相
談
・
請
求
者
の
方
へ
、
次

の
こ
と
に
つ
い
て
ご
協
力
を
お
願
い

し
ま
す
。

�
個
人
の
記
録
に
基
づ
く
年
金
相
談

は
、
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
保
護
の
た
め
、

原
則
と
し
て
ご
本
人
に
の
み
お
答
え

し
ま
す
。
な
お
、
や
む
を
得
な
い
事

情
に
よ
り
代
理
の
方
が
お
出
で
に
な

る
場
合
は
、
委
任
状
を
持
参
く
だ
さ

い
�
年
金
相
談
は
、
オ
ン
ラ
イ
ン
シ

ス
テ
ム
を
利
用
し
て
お
答
え
し
て
い

ま
す
が
、
オ
ン
ラ
イ
ン
シ
ス
テ
ム
は

午
後
４
時　

分
に
終
了
し
ま
す
の
で
、

３０

時
間
に
余
裕
を
持
っ
て
の
来
訪
を
お

願
い
し
ま
す
�
８
月
は
多
数
の
お
客

様
が
来
訪
さ
れ
る
た
め
、
相
談
室
・

駐
車
場
は
、
大
変
な
混
雑
が
見
込
ま

れ
ま
す
。
あ
ら
か
じ
め
了
承
く
だ
さ

い
。

〔
問
い
合
わ
せ
〕
府
中
社
会
保
険
事

務
所
�
０
４
２
（
３
６
１
）
１
０
１
１

　

交
通
事
故
、
詐
欺
な
ど
の
被
害
に

あ
っ
た
の
に
、
検
察
官
が
そ
の
事
件

を
裁
判
に
か
け
て
く
れ
な
い
。
こ
の

よ
う
な
不
服
を
持
っ
て
い
る
人
の
た

め
に
「
検
察
審
査
会
」
が
あ
り
ま
す
。

　

費
用
は
無
料
で
、
秘
密
は
固
く
守

ら
れ
ま
す
の
で
、
お
気
軽
に
相
談
く

だ
さ
い
。

　

ま
た
、
審
査
員
に
選
ば
れ
た
と
き

に
は
、
国
民
の
代
表
と
し
て
こ
の
仕

事
へ
の
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

〔
問
い
合
わ
せ
〕
八
王
子
検
察
審
査

会
事
務
局
�
０
４
２
６
（　

）
５
１

４２

９
５

　
「
環
境
」
っ
て
何
だ
ろ
う
？
辞
書
に

は
人
間
や
生
物
を
と
り
囲
ん
で
い
る

周
り
の
状
態
、
と
書
い
て
あ
る
。

　

私
の
周
り
の
状
態
は
・
・
・
と
考

え
て
み
た
。
狛
江
に
は
緑
が
多
く
、

水
が
豊
富
な
多
摩
川
が
あ
る
。
地
球

に
や
さ
し
く
、
住
み
や
す
い
環
境
に

す
る
た
め
に
、
わ
た
し
に
で
き
る
こ

と
は
何
だ
ろ
う
。

　

私
は
汚
れ
た
空
気
を
き
れ
い
に
し

た
り
、
紙
を
つ
く
る
こ
と
も
で
き
る

ケ
ナ
フ
を
育
て
た
こ
と
が
あ
る
。
海

と
魚
の
研
究
の
時
に
は
、
綺
麗
な
海

に
す
る
た
め
に
、
豊
か
な
森
か
ら
つ

く
り
は
じ
め
る
こ
と
を
学
ん
だ
。
学

校
で
は
太
陽
光
発
電
を
利
用
し
た
り
、

資
源
回
収
も
行
っ
て
い
る
。
水
や
電

気
の
ム
ダ
を
な
く
し
、
紙
を
大
切
に

使
い
、
リ
サ
イ
ク
ル
に
協
力
す
る
。

そ
の
辺
に
ゴ
ミ
を
棄
て
た
り
し
な
い
。 　

み
ん
な
が
自
分
に
で
き
る
こ
と
か

ら
始
め
れ
ば
、
も
っ
と
く
ら
し
や
す

い
地
球
に
な
る
と
思
う
。
そ
ん
な
願

い
を
込
め
て
わ
た
し
は
こ
の
ポ
ス

タ
ー
を
書
い
た
。

�

■
狛
江
市
ま
ち
づ
く
り
市
民
会
議

�
ワ
イ
ワ
イ
�

■
中
央
公
民
館
「
団
体
活
動
室
」
の

整
理

■
狛
江
駅
北
口
地
下
駐
車
場
定
期
駐

車
利
用
申
請
受
付

■
府
中
社
会
保
険
事
務
所
か
ら

■
ご
存
じ
で
す
か
〜
検
察
審
査
会
〜

�

�

�

�

�����������������

�����������������

�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�

�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�

　

I
C
カ
ー
ド
を
使
っ
た
サ
ー
ビ
ス
を
今

後
も
安
定
し
て
皆
さ
ん
に
利
用
し
て
い
た

だ
く
た
め
、
機
器
の
保
守
点
検
作
業
を
実
施

し
ま
す
。

　

サ
ー
ビ
ス
停
止
中
は
大
変
ご
迷
惑
を
お
か
け
し
ま
す
が
、
ご
協
力
を
お

願
い
し
ま
す
。

〔
サ
ー
ビ
ス
停
止
日
時
〕
８
月　

日
�
午
前
５
時
〜　

日
�
午
前
５
時

２０

２１

〔
停
止
す
る
サ
ー
ビ
ス
〕
� 
証
明
書
自
動
交
付
サ
ー
ビ
ス
（
住
民
票
、
印

鑑
証
明
書
）
� 
施
設
予
約
サ
ー
ビ
ス
（
市
役
所
や
公
共
施
設
に
設
置
さ
れ

た
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
端
末
、
ｉ
モ
ー
ド
お
よ
び
ご
家
庭
の
パ
ソ
コ
ン
か
ら

の
利
用
）
�
ポ
ー
タ
ル
サ
イ
ト
（
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
上
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
）

〔
問
い
合
わ
せ
〕
情
報
課

証
明
書
自
動
交
付
機
（
住
民
票
・
印
鑑
証
明
書
）
お
よ
び　

　
　
　
　

施
設
予
約
シ
ス
テ
ム
の
サ
ー
ビ
ス
を
一
時
停
止
し
ま
す

私
に
で
き
る
こ
と
は　

野崎桃子さん
（和泉小学校）

環境週間の絵画入選作品



広報こまえ　平成１４年（２００２年）８月１５日　�

■市民体育大会日程

■市民スポレク大会日程

■
平
成　

年
度
市
民
体
育
大
会
・
市

１４

民
ス
ポ
レ
ク
大
会

市民総合体育館9月 22 日�ビーチボール大会
野川遊歩道～深大寺未　定ウォーキング大会
多摩川堤防1月 12 日�多摩川ロードレース大会
市民プール8月 24 日�水泳大会
第七小学校10 月 27 日�

地域別運動会 第三小学校未定
イ号棟多摩川住宅内公園10 月 6 日�
調布スポーツセンター未定ボウリング大会
ふれあい広場9月 29 日�グラウンドゴルフ大会
多摩川（宿河原堰付近）9月 28 日�カヌー教室

開　催　日　時 会　　場大　会　名

　　大　会　名
多摩川緑地公園グランド9月 1日～ 11 月 24 日毎週日曜日軟式野球大会
志賀高原スキー場1月 10 日�～ 13 日�スキー大会 
市民総合体育館10 月 6 日�卓球大会 
市民総合体育館10 月 20 日�バドミントン大会
相模湖カントリークラブ9月 27 日� ゴルフ大会
市民総合体育館ほか９人制・10月6日�、６人制・11月3日�バレーボール大会
富士急ハイランド２月スケートの集い
上和泉地域センター12 月 1 日�少林寺拳法大会
元和泉市民テニスコートほか10 月 6 日�、13 日�硬式テニス大会
市民総合体育館９月 29 日�空手道競技大会
市民総合体育館11 月 17 日 �、24 日 �、 12 月 1 日 �バスケットボール大会
市民グランド10 月 13 日�、２０日�、２7日�ソフトボール大会
市民総合体育館11 月 24 日�柔道大会 
市民総合体育館11 月 10 日�ダンススポーツ大会
市民グランド10 月 8 日�ゲートボール大会
市民グランド11 月 3 日 （祝） 、4 日 （休） 、 17 日�ほかサッカーフェスティバル
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８
月　

日
�

１９

午
後
３
時　

分
か
ら
「
名
た
ん
て
い

３０

コ
ナ
ン
」〔
対
象
〕
幼
児
（
保
護
者
同

伴
）
〜
小
学
生
〔
定
員
〕
な
し　
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日
�
〜　

日
�

２６
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午
後
２
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〜
５
時
。
み
ん
な
で
、
プ

ラ
板
を
つ
く
ろ
う
。
自
分
で
作
り
た

い
工
作
が
あ
っ
た
ら
、
材
料
を
も
っ

て
来
て
く
だ
さ
い
。
道
具
は
お
貸
し

し
ま
す
。
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月
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水
・
金
曜
日
の
午
前　

時
〜

１１

正
午
、
幼
児
用
プ
ー
ル
で
水
遊
び
を

し
て
い
ま
す
〔
対
象
〕
幼
児
。
水
着

ま
た
は
濡
れ
て
も
よ
い
服
装
と
タ
オ

ル
持
参
で
お
越

し
く
だ
さ
い

（
天
候
・
気
温

等
に
よ
り
中
止

す
る
場
合
も
あ

り
ま
す
） 。
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象
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小
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校
高
学
年
か
ら
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時
〜
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。
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日
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民

２３
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総
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体
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館
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
室
お
よ

び
ス
ポ
ー
ツ
健
康
づ
く
り
相
談
を
臨

時
休
室
し
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す
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日
�
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た
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後
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分
か
ら
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な
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１
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ホ
ー
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ス
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ロ
ー
ク
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新
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参
加
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�
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０
０
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賞
品
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パ
ー
テ
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今
年
度
も
別
表
の
と
お
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開
催
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ま
す
の
で
、
皆
さ
ん
の
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加
を
お
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し
て
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ま
す
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か
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の
お
知
ら
せ

■力作のいかだで
　「狛江古代カップ第１２回多摩川いか
だレース」が７月２１日�、真夏の暑さ
のなか開催されました。
　今年は９３隻がそれぞれ趣向を凝らし
たいかだで参戦し、観客からの声援を
受けながら、息の合ったレースを展開
しました。　

レディース・ジュニア部門優勝

「プリプリカンティプール」

　　　　　　　■子ども１日図書館員
　　　　　　　　小学生の児童たちが、中央図書
　　　　　　　館での仕事を体験しました。午前
　　　　　　　と午後に各３人ずつが、パソコン
　　　　　　　を使って本の貸し出しや返却な
　　　　　　　どの仕事をしたり、おはなし会の
　　　　　　　手伝いをしました。
　　　　　　　　終了後「最初はドキドキしたけ
　　　　　　　れど、いろいろなことができて楽
　　　　　　　しかった。 」「小さい子と折り紙を
　　　　　　　折ったりして楽しかった。またや
りたい。 」「普段はできないことができたので、と
ても良い経験になった。 」と感想を聞かせてくれ
ました。　　　　

■夏の夜空に
　７月３１日�、第３０回狛江市花火大
会が行われました。
　天候にも恵まれ、延べ１２万８,０００人
もの人々が見物に訪れました。
　今年は約５,０００発の花火が打ち上げ
られ、光と音の演出に賑やかな歓声が
わき上がりました。


